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あらまし   
地上観測，衛星観測，シミュレーションにより作成された地球水循環データの相互比較，統合などの解析処理を

行うためのアーカイブシステムとそのユーザインタフェースについて述べる．地球水循環データは，データの種類

やデータ作成機関により異なる次元，座標系，データフォーマットを有するが，本システムは，利用者にデータの

差異を意識させることなく，相互に利用することを可能としている．アーカイブシステム内における多様な地球水

循環データの統一的表現法，相互比較するための座標軸，時間軸の変換法，複数データ比較のためのデータ表示を

行うユーザインタフェースについて説明する． 
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Abstract  We describe the data archive system and its user interface for comparing and analyzing various global water 
cycle data generated by ground observations, satellite observations and simulation for weather forecasting. The global water 
cycle data have different dimensions, coordinates and data format depending on their type and their supplier. The data archive 
system we are now constructing can offer the users the environment to user the data together without considering the 
difference among the data. In this paper, we explain the unified data representation of the various global water cycle data in the 
system, the methods for alignment and arrangement of the special and the temporal axes and the user interface to visualize the 
data to compare them. 
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1. はじめに  

地球の表面には莫大な量の水が存在している．これ

らの水は海面・陸面から蒸発して大気中に放出され，

大気中を移動し，上空で雲となり，雨・雪として地表

へ降り，再び蒸発し，というように循環している．近

年，水不足，豪雨災害，水質汚染，生態系の破壊など，

水に関わる問題が世界各地で広がり，これらに起因す

る食糧難や伝染病が蔓延するなど，その影響は開発途

上国においてますます拡大しているが，これらの問題

の背景には，急激な人口増加による水需要の増大や都

市開発，産業発展などの社会的要因に加えて，水循環

の変動が大きな要因となっている．すなわち，地球水

循環の変動メカニズムを理解し，予測精度を向上させ

ることは，水危機の有力な解決策のひとつである．こ

のような背景の下，国連関係機関，国際科学計画，地

球観測衛星委員会らにより構成される統合地球観測戦

略（ IGOS : Integrated Global Observing Strategy）では，

水循環テーマの第一ステップとして統合地球水循環強

化観測期間（CEOP : Coordinated Enhanced Observing 
Period）プロジェクトを開始し，2002 年 10 月から地球

水循環統合化データセットの作成を行っている．この

データセットは，地上観測データ，衛星観測データ，

数値気象予報モデル出力データにより構成されるが，

これらは，次元・時空間分解能・座標系・精度・フォ



 

 

ーマットの異なるファイルであり，これらのデータを

統合的に利用可能とし，水循環変動の理解・予測へ役

立てるシステムを構築することが求められている．  
本稿では，CEOP プロジェクトにより作成される地

上観測データ・衛星観測データ・数値気象予報モデル

出力データをデータベース化し，アーカイブするシス

テムにおいて，これら地球水循環データを相互に利用

し，解析を行うことを可能とするための機能，および

それらの機能のユーザインタフェースへの実装につい

て述べる．まず，アーカイブの対象とする地球水循環

データについて説明を行う．その後，水循環関連デー

タを相互利用し解析を行うために必要とされる機能を

示し，それらの機能を実装したユーザインタフェース

を紹介する．  
 

2. アーカイブ対象データ  
CEOP プロジェクトにおいて作成され，アーカイブ

対象となる地球水循環データについて説明を行う．  

2.1. 地上観測データ 
地上観測データは，世界 36 ヵ所のリファレンスサ

イトにおいて観測された時系列データである．地上観

測データは，リファレンスサイトに設置された各種セ

ンサにより観測された物理量の時系列データであり，

地表面データ，土壌データ，上層大気データに分類さ

れる．地表データは，地表面付近において観測された

気温，気圧，湿度，降水量，放射量など，土壌データ

は，地下数 cm～数 m における温度や湿度など，上層

大気データは，ラジオゾンデなどにより観測される上

空の気温，気圧，湿度などの時系列データである．CEOP
プロジェクトにおいては観測対象となる物理量は定め

られているが，各リファレンスサイトにおいてすべて

の物理量が観測されるわけではなく，観測される物理

量の種類，センサの地表からの高度等はリファレンス

サイトごとに異なる．また，1 つの物理量を複数の地

点あるいは高度において測定を行うリファレンスサイ

トもある．  
地上観測データは，各リファレンスサイトにおいて

クオリティチェックがなされ，各値に対してクオリテ

ィフラグが付与されている．また，観測時間間隔はリ

ファレンスサイトごとに異なるが，地上観測データ配

布担当機関である UCAR（University Corporation for 
Atmospheric Research）により，1 時間ごとのデータに

変換され，CEOP 統一フォーマットにより提供される．

データ量は年間数百 MB 程度である．  

2.2. 数値気象予報モデル出力  
数値気象予報モデル出力は，日本の気象庁を含む世

界 11 の気象予報機関による，全球予報モデルあるいは

同化システムからの出力データである．数値気象予報

モデル出力は，グリッドデータおよび MOLTS（Model 
Output Location Time Series）の 2 つに分類される．  

グリッドデータは，全球の 2 次元あるいは 3 次元の

データであり，各格子は，気温，気圧，湿度などの予

報値を持つ．CEOP プロジェクトにおいては，出力さ

れるべき予報値が定められているが，各機関における

モデルの違いにより，必ずしもすべての予報値が出力

されず，また，同じ物理量を表す予報値であっても，

瞬時値であるか平均値であるかなどの違いがある．

CEOP プロジェクトによって定められた予報値に加え，

それら以外の他の予報値を提供している機関もある．

予報機関ごとに使用する数値モデルや予報システムの

運用方法が異なるため，出力される 3 次元格子の座標

系，時空間分解能は，予報機関ごとに異なる．例えば，

水平方向では，緯度，経度を等間隔に分割した正方格

子の他に，緯度，経度の間隔が不等なガウス格子と呼

ばれる座標系が用いられ，鉛直方向では，等気圧面や，

モデルでのレイヤそのものなどが用いられる．また，

数値気象予報モデル出力においては，シミュレーショ

ンの初期値としてどの時刻の観測値を用いるか，すな

わちシミュレーションの開始時刻をいつにするかによ

り，同じ時刻に対する数値気象予報モデル出力でも複

数のデータが存在する．グリッドデータは，各予報機

関において Grib と呼ばれるフォーマットで，数値気象

予 報 モ デ ル 配 布 担 当 機 関 で あ る MPI （ Max Plunk 
Institute）に転送され，提供される．データ量は年間数

十 TB である．  
MOLTS は，36 ヶ所のリファレンスサイトを含む世

界 41 地点に対する数値気象予報モデルの出力である．

リファレンスサイトにおける現地観測データとのより

詳細な比較目的として作成され，グリッドデータより

も時間分解能は高い．グリッドデータ同様，予報機関

ごとに提供される予報値の数，種類，鉛直方向の座標

系，分解能が異なる．また，同時刻の予報値も複数存

在する．MOLTS は，そのフォーマットは統一されてお

らず，予報機関ごとにデータフォーマットが異なる．  

2.3. 衛星観測データ 
衛星 TRMM，DMSP，NOAA，GMS，Terra，Aqua な

ど，CEOP プロジェクトの観測期間に運用されている

衛星による地表面観測データである．これらの衛星デ

ータは NASA，ESA，宇宙航空研究開発機構などの衛

星データ提供機関により幾何補正が行われ，世界 36
ヶ所のリファレンスサイトを中心とする 250km 四方の

領域，5 ヶ所のモンスーン領域，全球領域の 3 種類の

領域の等緯度経度のデータに再配列されて提供される．

空間分解能は，衛星に搭載されているセンサが有する

分解能とほぼ等しくなるように定められているため，

衛星，センサごとに提供されるデータの分解能は異な



 

 

る．また，提供される物理量データの種類は，衛星に

搭載されているセンサにより異なるが，輝度温度，ア

ルベドなどの低次物理量のみならず，海面温度，土壌

水分量等の高次物理量データも提供される．衛星デー

タの大部分は地表面上の物理量の 2 次元データである

が，センサによっては鉛直方向の物理量の分布を測定，

生成が可能なものがあり，この場合は 3 次元データと

なる．データフォーマットは衛星データ提供機関ごと

に異なる．データ量は年間数百 TB と想定されている．  
 

3. 地球水循環データアーカイブシステム  
本節では，現在構築を行っている地球水循環データ

アーカイブシステムの構成について述べる．  

3.1. システム構成  
図 1 に地球水循環データアーカイブシステムの構成

を示す．システムはクライアント－サーバモデルによ

り実現しており，クライアント－サーバ間の通信は

HTTP に基づく SOAP を採用し，ウェブサービスとし

て実装している．地球水循環データの利用者は世界各

地に散在し，その計算機・ネットワーク環境は様々で

ある．ファイアウォールを越えてアクセスする必要が

ある場合も多いが，HTTP を採用することで，より多

くの利用者への対応が容易となる．また，ウェブサー

ビスとして提供することにより，利用者が自ら作成し

たアプリケーションで直接水循環関連データへアクセ

スすることも可能となる．一方，地球水循環関連デー

タはサイズが極めて大きく，1 つ 1 つの物理量を忠実

に XML 化して通信を行うことは極めて非効率的であ

る．このため，データの転送に関しては，データ列の

各値を IEEE754 で表現して圧縮することによりバイ

ナリ配列化して通信を行い，転送時間の短縮を図って

いる．  

3.2. データサーバ 
サーバでは，システムへのログイン，指定した条件

に基づくデータの検索，検索されたデータの時間軸，

空間軸の変換，検索されたデータに対する演算や統計

量の計算などのメソッドを提供する．  
サーバ側においては，1 地点における物理量である

ためデータ量が比較的小さい現地観測データ，および

数値気象予報モデル出力における MOLTS データは，

メタデータとともにデータそのものを DBMS によっ

て管理するが，2 次元，3 次元的な広がりを持つ数値

気象予報モデル出力におけるグリッドデータ，および

衛星観測データは，データ自体をディスクアレイ，あ

るいはテープライブラリシステムを利用した階層ファ

イルシステム上のファイルとして格納し，DBMS にお

いてはそのインデックスとメタデータのみを管理する．

数値気象予報モデル出力のグリッドデータ，衛星観測

データはそのサイズが大きく，すべてのデータをディ

スク上に格納するのは困難であるため，階層ファイル

システム上のファイルとする必要があるが，DBMS に

よって提供されている BLOB は階層ファイルシステ

ム上のファイルには必ずしも最適化されておらず，十

分な性能が発揮されないことが考えられるためである． 
利用者により検索のメソッドが実行されると，デー

タサーバは DBMS，あるいは外部ファイルから検索条

件に合うデータを切り出し，内部表現形式に変換し，

サーバ内の利用者データ領域に保存する．利用者は，

この利用者データ領域内の切り出されたデータに対し

て，各軸の変換や演算，統計量の計算等のメソッドを

実行する．メソッドの実行結果として生成されるデー

タもまた，新しいファイルとしてデータサーバ内の利

用者データ領域に保存される．こ新たに作成されたデ

ータも内部表現形式によって表現されており，利用者

は検索から直接作成されたデータと検索結果データに

対して処理を加えて作成されたデータを区別すること

なく利用することができる．  

3.3. データ検索・解析インタフェース（クライアント） 
データ検索・解析インタフェースは，データサーバ

のウェブサービスに対するクライアントアプリケーシ

ョンとして利用者側の計算機上で動作し，利用者の要

求に応じて，データサーバのメソッドを実行する．デ

ータ検索・解析インタフェースは JAVA により記述さ

れている．利用者は世界各地に散在しており，そのコ

ンピュータ環境は様々であるが，データ検索・解析イ

ンタフェースは， JAVA の実行環境があり，ネットワ

ークが接続されていれば，他の特別なハードウェア，

ソフトウェアは必要としない．  
データの解析処理は，平均値や最大・最小値の計算

などの新たなデータを作成する処理に関しては，デー

タ検索・解析インタフェースがデータサーバのメソッ

ドを実行し，処理自体はデータサーバで行われる．一

図 1 システム構成  



 

 

方，データの表示は，データ検索・解析インタフェー

スがデータ転送メソッドを実行し，データサーバから

データ検索・解析インタフェースへ物理量データが転

送され，データ検索・解析インタフェース上にてグラ

フ，画像化が行われる．データサーバ上でグラフ化，

画像化を行い，その画像をクライアントへ転送する方

法も考えられるが，この場合にはグラフ化，画像化パ

ラメータを変更するたびに画像を転送する必要が生じ

ること，グラフ，画像上の指定された点の物理量の値

の表示要求に対応するためには，画像データに加えて，

結局物理量自体の値もクライアント側で必要となるこ

とによる．同様に，相関係数，回帰係数を表示する処

理も，データ検索・解析インタフェースがデータサー

バにデータを要求し，データ検索・解析インタフェー

ス側で計算を行い表示する．   
図 2 はデータ検索・解析インタフェースにおいて，

データサーバの利用者領域上のデータを管理するため

のウインドウである．検索，処理されたデータの簡単

な情報が表形式により表示されている．このウインド

ウから，より詳細な情報の表示や，不要なデータの削

除を行うことが可能である．また，統計量の計算や演

算，表示の対象とするデータの選択も，このウインド

ウを通じて行う．操作の対象とする 1 つ以上のデータ

を表から選択し，上部のメニューバーから操作を選択

することにより，必要なメソッドがサーバ上で実行さ

れ，処理が行われる．  
 

4. 異種データ相互利用とその実装  
4.1. 統一的データ表現  

地球水循環データは，データごとに次元が異なるが，

地球水循環データアーカイブシステム内部においては，

検索され切り出されたデータをすべて，時間，鉛直方

向，南北方向，東西方向の 4 つの軸を有する 4 次元配

列として表現し，この 4 次元配列にデータの情報，お

よび 4 つの各軸の目盛値，および各軸の情報を付加し

て表現する．例えばリファレンスサイトにおける地上

気温の時系列データは，時間軸方向のみ n のサイズを

持ち，鉛直軸，南北軸，東西軸のサイズが 1 である，

n×1×1×1 の配列となる．配列の各要素には，物理量

を表す数値に加え，そのデータのクオリティを表すフ

ラグが付与される．データの情報には，データの種類，

単位，データが検索された際に指定された条件，デー

タ作成時刻等により構成され，また，軸情報は，軸の

種類や目盛値の単位等により構成される．各軸の目盛

値は，範囲の指定も可能としている．これは，その値

が示す物理量が，ある範囲の総和や平均値といった明

確な 1 点ではなく，ある範囲における値である場合に

も対応するためである．この表現法はアーカイブ対象

となる地球水循環データのフォーマットをほぼ包含し

ており，この表現法をシステム内部で用いることによ

り，データの種類を区別することなく，統一的に検索

されたデータを扱うことが可能となる．このデータ表

現は利用者には隠蔽されており，利用者はデータ表現

については意識をする必要はない．  

4.2. データ検索  
CEOP プロジェクトにおける地球水循環データは，

データの種類（現地観測データ，衛星観測データ，数

値気象予報モデル出力，さらにはその中の気温，気圧，

土壌水分量など），時刻，位置（全球，５ヵ所のモンス

ーン領域，36 ヶ所のリファレンスサイト）の 3 つのパ

ラメータによって決定される．地球水循環データアー

カイブシステムでは，これらの 3 つのパラメータをメ

ニュー形式で指定することにより検索を行う．利用者

はこれら 3 つのパラメータを指定することにより，す

べての地球水循環データを同様の手順で検索すること

が可能である．データの種類によってデータが存在す

る期間や位置が異なるが，データが存在するパラメー

タの組み合わせをデータサーバにおいてデータベース

化しており，データ検索時には利用者がデータ検索・

解析インタフェースにおいてあるパラメータを指定す

ると，指定されたパラメータのデータの存在に関する

図 2 データ管理ウインドウ  

図 3 データ検索条件入力ウインドウ  



 

 

問い合わせメソッドを実行して，データの存在するパ

ラメータの組み合わせを取得する．この情報に基づき，

他のパラメータの選択メニュー内のデータが存在しな

い項目の文字の輝度を下げ，データが存在しないパラ

メータの組み合わせが利用者に分かるようにしている． 

4.3. フォーマット変換  
地球水循環データは，データごとにフォーマットが

異なる．現地観測データでは，すべてのリファレンス

サイトのデータで統一のフォーマットが採用されてい

るものの，CEOP 独自形式であり，また，MOLTS デー

タではデータ提供数値予報機関ごとに異なる形式のフ

ォーマットが採用されている．利用者が既存のアプリ

ケーションで使用する場合には，そのアプリケーショ

ンが対応しているフォーマットに変換する必要があり，

また，利用者が自ら作成したプログラムで利用する場

合にも，利用しやすいフォーマットに統一されている

方が好ましい．  
地球水循環データアーカイブシステムを用いて解

析を行う場合には，データサーバがそれぞれのフォー

マットを自動的に判断して読み込むため，利用者はデ

ータフォーマットの差異を考慮する必要はない．一方，

利用者が自身のプログラムや地球水循環データアーカ

イブシステム以外の解析ツールで地球水循環データを

利用するために，地球水循環データアーカイブシステ

ムでは， ASCII テキストファイルもしくは気象学，海

洋学などで一般的に使用されている NetCDF フォーマ

ットに変換してデータ検索・解析インタフェースが動

作するクライアント側のマシンに保存する機能を提供

する．データ検索・解析インタフェースは，データの

転送メソッドを実行し，データサーバより統一的デー

タ表現形式の保存対象データを受け取り，データ検

索・解析インタフェースが要求されたフォーマットに

変換して，クライアント側マシンに保存する．  

4.4. 単位の変換  
地球水循環データは，データの種類やデータ提供機

関ごとに，同じ物理量が異なる単位で与えられている

場合がある．これら単位の異なるデータを直接比較す

るためには，統一された単位に変換する必要があるが，

地球水循環データアーカイブシステムでは，地球水循

環データを扱う上でよく用いられる単位の変換は，デ

ータ検索・解析インタフェースでメニューを選択する

ことのみで実行できる．また，メニューに登録されて

いない単位の変換に関しても，利用者が変換式を入力

することができる．データ検索・解析インタフェース

が単位変換メソッドを発行することにより，データサ

ーバは対象データの単位の変換を行い，利用者領域に

新たなデータとしてファイルを作成する．  

4.5. 時空間軸変換・整合  
地球水循環データは，データごとに時空間分解能や

座標系が異なり，そのままでは相互に比較することは

できない．このために，時空間の分解能や座標系を変

換し，データ間の時空間軸を整合させる機能が必要と

される．地球水循環データアーカイブシステムにおけ

るデータサーバは，最近隣値，線形補間値，最大値，

最小値，平均値によって再サンプリングする方法によ

り，利用者が定義する新たな時間軸に既存データを整

合させるメソッドを提供する．また，既存のあるデー

タの時空間軸に他のデータを整合させるメソッドも提

供し，この場合には，最近隣法，線形補間法が適用可

能である．これらの時空間軸変換・整合処理時には，

データが瞬時値のようにある 1 点の物理値ではなく，

ある範囲における集約値である場合も自動的に考慮さ

れる．例えば，3 時間毎の平均降水量に関して，0 時の

値として 0～3 時までの降水量の平均値が記載されて

いるデータの場合，これを 1 時間毎のデータに変換す

る際には，単純に最近隣法を適用すると 2 時のデータ

は 3 時として記載されている値となるが，実際には 0
時に記載されている値をとらねばならない．地球水循

環データアーカイブでは，変換元データのメタデータ

に従い，自動的に適切な値を選択する．データ検索・

解析インタフェースより，時空間軸変換・整合メソッ

ドが発行されると，データサーバは利用者領域に新た

なデータとして，時空間軸変換・整合を行ったデータ

を作成する．  

4.6. 演算・解析機能  
データ解析を進めるためには様々な演算が必要と

される．地球水循環データアーカイブシステムでは，

複数のデータの相関係数，回帰係数を，散布図の表示

図 4 演算式入力ウインドウ  



 

 

ウインドウのメニューの係数表示コマンドを選択する

ことにより表示することができる，また，データ管理

ウインドウにおいて複数のデータを選択してメニュー

から演算操作を選択することで，図 4 のようなウイン

ドウが表示され，利用者が四則演算や算術関数によっ

て構成される任意の数式を入力することにより，直接

提供されていない物理量の他の物理量からの導出，比

較対象となる 2 つの物理量の差分や比率の計算など，

様々な演算が可能である．演算メソッドが実行される

と，データサーバは指定された演算を実行し，演算結

果は利用者領域に新たなデータとして作成される．図

4 の例では，3 地点における降水量の加重平均を求めて

いる．  

4.7. データ表示機能  
地球観測データの解析を行うためには，様々な種類

のデータを目視して比較ができるよう，データの可視

化機能が必要である．データ検索・解析インタフェー

スがデータ転送メソッドを実行しデータサーバより物

理量データを取得し，データ検索・解析インタフェー

スがグラフ画像，ビットマップ画像を作成して，表示

を行う．  

4.7.1. 複数データのグラフ表示  
データ検索・解析インタフェースは，データを比較

するために，複数のデータを 1 つのグラフ上に表示す

る機能を提供している．グラフの x 軸，y 軸には，時

間軸，鉛直軸，南北軸，東西軸，物理量の値を任意に

指定可能である．データ比較を容易にするため，注目

領域を拡大する機能が提供しており，また，表示対象

としたデータが異なる物理量，時空間次元を有する場

合でも，表示可能である．この場合，物理量に割り当

てられた軸の目盛りの表示は，グラフのメニューから

図 5 2 次元グラフ表示  

図 6 散布図表示  

図 8 重ね合わせ表示  

図 9 重ね合わせ順序（左）と透明度（右）の指定

図 7 回帰式・相関係数表示  



 

 

変更することができる．x 軸，y 軸以外の軸は，画面内

にスライドバーが表示され，このスライドバーを操作

することにより表示対象値を変更できる．図 5 は地上

観測における気温とモデルによる気温の 2 つのデータ

を同時に 1 つのグラフ上に表示した例である．  

4.7.2. 散布図表示  
複数データの関連を表示するために，データ検索・

解析インタフェースには，散布図を作成し，表示する

機能が実装されている．散布図は複数のデータの対応

をとり，それぞれの物理値を軸として作成されるが，

異なる時間，高度，位置のデータを比較する場合もあ

り，4 つの軸に関して，いずれをデータ対応の対象と

するかの選択ができる．例えば，時間，位置のみをデ

ータ対応の対象とした場合，高度はデータ対応の対象

とはせずに，異なる高度であっても対応しているとみ

なされるため，異なる高さのデータの分布状況を見る

ことができる．また，散布図には回帰直線も同時に表

示され，さらにこのウインドウのメニューから相関係

数・回帰係数の表示を選択することで，図 7 のように

その数値が表示される．  

4.7.3. 画像の重ね合わせ  
データ検索・解析インタフェースには，データを 2

次元ビットマップ画像として表示する機能が実装され

ている．複数のデータを選択して，それらを重ね合わ

せて表示することが可能である．図 8 は数値気象予報

モデル出力のグリッドデータと衛星観測データを重ね

合わせて表示している．数値気象予報もモデル出力デ

ータは等位線表示を指定している．グラフの場合と同

様，x 軸，y 軸にはデータの任意の軸を指定することが

可能であり，図 8 の例では，x 軸に東西軸（経度），y
軸に南北軸（緯度）を指定している．また，図 8 で画

像化の対象としたデータは時系列データであり，時間

軸のサイズが 2 以上であるが，このようにグラフ化，

画像化の際に x 軸，y 軸として指定しない軸でそのサ

イズが 2 以上である場合には，ウインドウ上にスライ

ドバーが表示され，任意にそれらの軸の値を変えるこ

とができる．  
画像化パラメータとして，カラーリング（カラーチ

ャート，グレイスケール）の選択，等位線，海岸線，

地点名の表示の有無等を指定することができる．複数

のデータを重ね合わせて表示した場合，個々のデータ

に対して画像化パラメータを指定することができ，ま

た，図 9 のウインドウで指定することにより，重ね合

わせる画像の順序の変更，およびそれぞれの画像に対

する透明度のスライドバーで操作することが可能であ

る．  

図 10 複数ウインドウの同期  



 

 

4.7.4. 複数グラフ・画像の同期  
グラフ表示，画像表示においては，時間軸，鉛直軸，

東西軸，南北軸の 4 つの軸のうち，x 軸，y 軸に指定し

たされた以外の軸のサイズが 2 以上の場合，スライド

バーが表示される．このとき，複数のグラフ表示ウイ

ンドウ，画像表示ウインドウのスライドバーの同期ボ

タンをセットすることにより，それらの軸を同期させ

ることを可能とした．すなわち，１つのグラフ表示ウ

インドウ，あるいは画像表示ウインドウのスライドバ

ーを操作することで，同期が指定されている他のグラ

フ表示ウインドウ，画像表示ウインドウのスライドバ

ーも同期して，値が変更される．同期対象となってい

る軸の値は，最近隣法により選択される．同期ボタン

が押されると，データ検索・解析インタフェースは同

期ボタンが押されているウインドウの同期対象軸間の

対応テーブルを作成する．スライドバーによりあるウ

インドウの値が変更されると，データ検索・解析イン

タフェースはこの対応テーブルを参照し，他のウイン

ドウの軸の値を変更する．図 10 は，衛星による 3 次元

の降雨強度分布データについて，水平面での分布を表

示した画像（右）と鉛直方向の分布を表示した画像（左）

について，時間軸を同期させた例である．一方の時間

軸を変化させることで他方のウインドウの時間軸も変

化し，同時刻の水平・鉛直分布が表示される． 

 

5. おわりに  
本稿では，現在構築を行っている地球水循環データ

アーカイブシステムにおいて，異種データを相互に利

用し，解析を行うための機能について述べた．まず，

アーカイブ対象となるデータについてまとめ，その後，

構築中のシステムの構成を説明するとともに，異種デ

ータの相互利用のための機能およびそれらの機能を実

装したデータ検索・解析インタフェースを紹介した．

利用者が異種データを相互に利用し，解析を行う際に

利用される基本的な機能の実装はほぼ完了したが，よ

り高度な機能も要求されており，今後，実装をさらに

進め，機能の充実を図る予定である．  
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